
旅行業者
（県内及び近隣府県に本社がある第 1種、第 2種旅行業者）

③提案された企画を行程に含んだ旅行商品を企画

所 属 総合企画部 総合政策課 20年度担当所属名

担当(係)名 まちづくり担当 内線 2048 総合企画部地域振興課

（款）２総務費 （項）２企画開発費（目）(3)地域振興対策費

（明細書事業名）○地域活性化対策費

まちじまん交流推進事業費

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

４，０００ 一般財源 4,000 補助金 3,000

（前年度 ０）

２ 事業目的

地域主体の「まちづくり」に対する支援を強化するため「まちづくり支援チーム」

の派遣を拡充する一方、観光地としての地位が確立されていない地域の魅力をバスツ

アー会社などの旅行業者にＰＲし、併せてツアーの募集・実施にかかる経費を支援す

ることで、新たな旅行商品の企画・販売を促し、そうした地域が、具体的に人を受け

入れるきっかけづくりを行う。

３ 事業概要

（１）まちづくり地域から当該地域を行程に入れた旅行商品の企画を募集

（２）旅行業者へのＰＲ（プレゼンテーションなど）を実施

（３）当該地域を行程に入れた旅行商品経費の一部を補助し、商品の企画販売を促進

まちじまん交流推進事業展開イメージ

★ポイント
１ 県内の隠れた魅力を有する地域を訪れるバスツアーを旅行商品として実施 →旅行業者が企画する旅行商品として実施。
２ 受け入れる地元に経済効果が生まれる仕組みで実施 →受け入れることで地域が潤う仕組みができていないところは対象としない。

地域 （まちづくり・地域づくり協議会など）

地域の多様な主体が参画しながら、市町村と連携してまちづくり

に取り組んでいる地域に限定生まれる仕組みで実施。 →受け入れる

ことで地域が潤う仕組みができていないところは対象としない。
例えばこんな企画（地域からの企画・条件提案例）

○○寺門前町をバスツアーの行程に組み入れる場合

A)訪 問 地：○○寺門前町
B)対応窓口：○○寺門前地区まちづくり協議会
C)受入希望時期：１１月上旬（３日間）
D)滞在時間：２時間程度（散策１時間、昼食１時間）
E)経 費：旅行者一人あたり２，０００円
F)内 容：「□□選定「紅葉１００選」○○寺を巡る旅」
・○○寺および門前町を地元ガ
イド（○○の会）が案内（歩
行距離約1km。段差あり。客15
人に１人のガイド）

・昼食は○○門前町に伝わる郷土
料理の定食（場所：□□屋。通
常１２００円で提供しているメ
ニュー。）
・おみやげとして、地元で新たに特産品
として開発した、あられをプレゼント。
（１人１袋）
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旅行商品の企画・催行例

（○○寺の門前町を訪れるバスツアーの場合）

○○寺だけでは集客力が未知数であることから、午前中に○○寺を訪れ、
拝観・散策・昼食後は、観光地として評価が高い▲▲を訪れるツアーとし
て企画。参加料１人7000円で企画し、旅行パンフレット・チラシで募集。
<行程例>
名古屋駅(8:00)－○○寺(見物/昼食)(10:00)－▲▲(14:00)－名古屋駅(18:00)

②各地域からの提案をとりまとめて、インセン
ティブとなる補助制度と合わせて提示
※提示手法：ダイレクトメール・説明会（プレゼンテーション）等で提示
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④申請 ⑩補助金請求

⑪補助金支払

⑥参加者募集 ⑦申込・料金支払い

旅行者ツアー参加（来訪・体験）

⑧ツアー催行

⑤採択


